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情報センターと図書館の融合の行方
―情報統合と活用―

只木進一 *）

佐賀大学総合情報基盤センター†）

概要： 大学の教育、研究、組織運営など全ての活動において情報処理技術は基盤的技術となっている。情報技術を共通
の基礎とする情報センターと図書館は、大学の使命のなかで役割を多く共有している。共通の役割を円滑に果た
すために、業務の連携と統合を通じた、緩やかな組織連携を提案したい。また、その基本的考え方を佐賀大学で
の例とともに述べる。

キーワード：利用者情報の統合、基礎情報の共通化と統合、情報基盤を担う組織

1.　 序論：大学の使命から情報センター
と図書館の役割を考える

インターネットとコンピュータを活用する
情報処理技術は、大学の教育、研究、組織運
営に不可欠な基盤的技術となっている。例え
ば、研究活動では、学術雑誌のオンライン化
や学術論文のオンライン投稿・査読システム
が広く利用されつつある。授業内容や授業時
の配布資料など教育コンテンツのオンライン
化も進み、様々な形態による e-learning シス
テムが実装され、活用されている。教務情報、
財務情報から大学評価情報まで、事務のオン
ライン化も進められている。近年の特徴は、
こうしたオンラインが主となり、それ以外の
方法が無くなる傾向にあることである。

このような情報処理技術の必須化、基盤化
に対応して、組織内の情報システムと基礎情
報の統合が進められている。これに連動し
て、情報システムに係わる情報関連組織の統
合が議論されている。情報センターと図書館
の組織連携は、そのような議論のなかで古く
から話題とされてきた。

組織連携や組織統合は、主に効率化の観点
から議論される。しかし、大学の使命から、
情報センターと図書館の役割を見直し、その
観点から連携の可能性を検討するべきであろ
う。

大学の使命の第一は教育である。特に、高
等教育機関である大学では、学生が自ら学ぶ
ことを支援することが重要である。そのため
に、自習場所を確保し、自習のための資料を
揃え、情報基盤などの環境を提供する必要が
ある。また、様々な学習形態を支援しなけれ
ばならない。従来の教室での座学だけでな
く、遠隔キャンパスを結んだ遠隔講義、自宅
での e-learning などである。こうした自主的
学習の支援は、情報センターと図書館が担う
べき本来の役割である。

大学の使命の第二は研究である。文化とこ
れまでの研究成果を継承し、新しい文化・研
究成果を生み出すことが大学には求められて
いる。そのための情報収集と提供の機能が大
学には必要である。図書館 ・電子図書館機
能、電子出版などは、図書館と情報センター
の共通の役割である。近年話題とされている
機関リポジトリの構築は、図書館と情報セン
ターが共同して運用すべきものである 1）。ま
た、研究を支援するための様々なデータベー
スの構築と提供、論文作成のための文房具と
してのコンピュータの提供も必要である。従
来であれば、計算資源の提供が情報センター
の役割として期待されたが、現在では各大学
が保有せずに、共同利用が進められている。

このように、大学の基本的使命から考える
と、情報センター及び図書館の役割は共通の
ものが多い。そのほかにも、以下のように共
通の性質を有している。情報センターと図書
館は、特定の学部・研究科ではなく、全学の
学生・教職員にサービスを行う部署として位
置づけられている。さらに、地域住民への図
書館開放や、地域情報化の拠点としても期待
されている。データベース構築、Web によ
る情報提供、認証基盤など、共通の技術基盤
の上でサービスを展開している。

2.　組織統合の困難さ
業務の情報化は、しばしば合理化・効率化

の観点から語られる。情報センターと図書館
の連携や組織統合は、上述のように共通の役
割や共同で行うべき業務が多いため、合理
化・効率化の観点から推進されることが多
い。

しかし、実際には組織統合は困難であり、
無理な統合は情報センターと図書館にとって
不幸なだけでなく、もっとも大事な利用者に
不幸をもたらす恐れがある。
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情報センターと図書館には共通の役割や共
同で行うべき業務が多くある一方で、異なる
役割も多い。図書館には、紙媒体の資料の収
集と保全やリファレンス業務など固有の業務
がある。情報センターには、ネットワークを
中心とした基盤運用やセキュリティー対策な
どの固有の業務がある。無理な組織統合は、
このような固有の業務を損なう恐れがある。

情報センターは情報系教員と技術職員を中
心として構成され、理工系の組織として分類
される。一方で、図書館は司書を中心とした
事務職員で構成され、文系の組織と分類され
る。図書館は、大学の創立時から存在してい
る歴史のある組織である一方、情報センター
は 20 年ほどしか歴史のない新しい組織であ
る。更に、情報基盤は、電気や水道のような
まさしく基盤であるため、安定に運用される
に従って利用者の意識のなかからその重要性
の認識が消える傾向にある。このように組織
形態や位置づけに大きな差がある。

そこで、現実的な連携方策を考えること
が、情報センターと図書館が期待されている
役割を果たすために重要ではないだろうか。
情報センターと図書館では組織構成が異なる
が、顔を合わせて接点を作ることから開始
し、共通化できる業務を統合し、組織統合で
はなくメタ組織を通じた連携を考えるのが良
いと思われる。

3.　業務の集約・共通化
情報システムに係わる業務の集約は、情報

センターと図書館に限った問題ではない。全
学的な観点から、共通化すべき業務を共通化
し、部局の多様性を残すべき業務は部局に残
さなければならない。

大学は教育研究を行う組織である。教育と
研究は、一定の水準設定などは必要である
が、その内容は多様であるべきものである。
情報システムは、各教員、各部局が教育研究
に充分に資源を投入できるようにその活動を
支援するものであって、その本質的多様性を
損なってはいけない。

一方で、教職員の人事情報、学生の学籍成
績情報、組織構成情報は共通情報であり、そ
うした情報を扱う情報システムは共通化すべ
きである。また、情報システムを扱う管理体
制も共通化することでコストを削減すること
ができる。

大学では、しばしば部局の独立性が過剰に
主張されることがある。そのため、似たよう

な情報システムが部局ごとに構築され、非効
率であるばかりでなく、充分な管理体制が無
いためにセキュリティーホールにもなってい
る。

全学的な情報システムの統合とシステム間
の連携を図る戦略が必要とされている。その
基本となるのは、箱と中身の分離であろう。
たとえば、以下のような枠組みである。ハー
ドウェア、OS、アプリケーションソフトウェ
アは、共通化や統合を行い、情報センターや
図書館など情報に関わる部門が管理する。
データやコンテンツは、それぞれのデータや
コンテンツを生成する、あるいは活用する部
局が管理する。こうすることで、多重な管理
運営コストを削減し、各部局がコンテンツ作
成などの教育・研究活動に専念することがで
きる。並行して、セキュリティーレベルを上
げることができる。

4.　佐賀大学での連携事例
佐賀大学は、佐賀医科大学と（旧）佐賀大

学を統合して出来た、5 学部、2 キャンパス
からなる中規模の地方国立大学である。学生
数は約 7000 人、教職員数は約 1500 人であ
る。規模が適当に小さいこともあり、情報セ
ンターと図書館の連携も以前から行われてき
た。また、事務の一元化も推進している。

佐賀大学では、情報処理センターから
2000 年に学術情報処理センターへと改組し、
2007 年に現在の総合情報基盤センターと
なった。従来の教育・研究用情報システムだ
けでなく、事務情報システムを含む全学の情
報基盤の整備・運用を担う組織として定義さ
れている。現在は、4 名の専任教員、4 名の
技術職員、7 名の非常勤技術補佐員、7 名の
事務職員（併任）で構成されている。

佐賀大学での情報センターと図書館の連携
は多岐にわたるが、ここでは、統合認証、端
末整備、利用者持込 PC 及び情報統括室につ
いて述べることにする。

4.1.　統合認証システム
総合情報基盤センター（以下、改組前の組

織を含めて「センター」と言う）と附属図書
館 2）は、全学の学生・教職員にサービスを提
供する組織であるために、その利用者情報の
管理が必要である。センターと附属図書館の
利用者管理の共通化を目指して 2002 年から
構築しているのが統合認証システムである。
統合認証については、2000 年ごろから構築
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の試みが全国的に始まった。
統合認証システムでは、利用者の氏名や所

属、センターと図書館の利用者 ID などの基
礎となる所属を保持したデータベースを中心
に据え、その情報に基づいた認証情報を
LDAP（Lightweight Directory Access 
Protocol） 及び AD（Active Directory） の二
種類の認証サーバへ提供している。利用者情
報は、人の配置や異動に関する基礎情報とし
て、附属図書館だけでなく、学内事務部署で
活用されている。認証情報は、学内の様々な
端末認証、サーバ認証、Web 認証に活用さ
れている 3）。

図 1.　統合認証システムの概要

2006 年春のシステム更新においては、従
来の NIS+ と PDC の認証から LDAP と AD
への変更とともに、教職員情報については人
事課から、学生情報については教務課からの
直接入力とする、運用体制の大幅な変更を
行った（図 1）。その結果、利用者登録・変
更が迅速に行われるとともに、統合認証と図
書館業務システムや教務システムをはじめと
する事務情報システムとの連携が可能となっ
た。

このように、システム構築は、技術的側面
だけでなく、運用体制を含めて統合を行わな
ければ、正確な情報を継続的に保守すること
はできない。特に、認証は全学規模で統一的
に行って、はじめてその意義があるものであ
り、組織的な連携が不可欠である。

4.2.　図書館内利用者端末環境の整備
今では、図書館内に利用者が使うことが出

来るコンピュータが置かれているのはごく普
通の光景である。かつては、それらのコン
ピュータは図書館の蔵書検索端末として位置
付けられていた。前述のように自習場所を提
供するという観点から、蔵書検索だけでなく
広い意味での情報端末が必要とされている。

共通的な演習用端末の整備は情報センター
の役割である。佐賀大学においても、セン
ターが共通教育を目的として演習用端末の整
備と運用を行ってきた。全学生に同じ環境を
安定して提供するために、前述の統合認証シ
ステムの下で、各端末がハードディスクを持
たないシンクライアント方式によって
Windows と Linux 環境を提供している 4）。

図書館が学生の自習環境の拠点であること
を考えると、図書館内のコンピュータの役割
を蔵書検索端末に限定することはできない。
そこで、2006 年のシステム更新時には、セ
ンター内の演習用端末と同等の環境のものを
プリンタも含めて附属図書館内にも配置する
こととした。これにより、学生は、附属図書
館内で、資料を閲覧しながら、センターと同
様の演習用端末を使い、資料収集やレポート
作成を行うことが可能となった。

附属図書館内に設置したセンターと同環境
の端末については、センターが保守を行う体
制となっている。利用相談については、セン
ター内に学生による相談員を配置している。

図 2.　附属図書館内の利用者用コンピュータ

4.3.　利用者持ち込みPC 接続用ネットワーク
学生、教職員がノート型 PC を携行する姿

は特別では無くなった。入学時にノート型
PC を学生に購入させる大学も珍しくない。
佐賀大学においても、理工学部知能情報シス
テム科では、学生にノート型 PC の購入を求
め 5）、プログラミングなどの講義に活用して
いる。

大学としては、このように携行される PC
の接続環境を提供しなければならない。しか
も学外者が勝手に接続しないように、適切に
管理した環境が必要である。当然、自習の拠
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点である図書館内にも個人 PC の接続環境が
必要となる。

佐賀大学では、利用者が PC を有線及び無
線 で ネ ッ ト ワ ー ク に 接 続 す る た め の
Opengate というシステムを開発し、2001 年
から全学規模で運用している 6, 7）。

利用者は、特別なソフトウェアを準備した
り、利用申請を行う必要はない。ネットワー
クに接続し、ウェブブラウザを起動すると図
3 のような認証画面が現れる。ここで必要な
ユーザ情報は、前述の統合認証から提供され
る。認証後、ブラウザを閉じるまでネット
ワークを利用することができる。

この環境は、附属図書館内の全閲覧スペー
スで利用できる。また、学内のほとんどの教
室の他、学生用のラウンジ、学生控え室で同
様の環境を利用することができる 8）。このよ
うに、学生には全学で共通的な情報環境を提
供することが重要である。

Opengate は、学外者も簡単な手続きで待
ち時間なしで利用することができる。そのた
め、附属図書館の学外利用者、研究会などで
佐賀大学を訪れる研究者にも利用されてい
る。

図 3.　Opengate の認証画面

4.4.　情報統括室
情報センターと図書館の連携の核にあるの

は、情報関連業務である。情報関連業務は、
情報センターと図書館の連携だけではなく、
全学的連携によってその効率を上げることが
できる場合が多い。前述の統合認証は、セン
ターと附属図書館の連携を出発点として、人
事課、教務課を巻き込んで連携を強化し、そ
の情報の精度向上と活用促進を進めた例であ
る。

情報システムに関わる連携では、それぞれ
の部局の枠を越えた業務連携が必要である。
また、それぞれの情報システムが独立してい
るのではなく、システム間の相互連携も同時
に考えていかなければならない。つまり、部
局間連携と全学的な方針策定・運用が必要と
なる。

佐賀大学では、総合情報基盤センターが全
学的情報基盤の整備を行うとしているが、部
局間の調整や全学的方針策定を円滑に行うた
めに、2007 年から、最高情報責任者（CIO）
の下に情報統括室を置いている。

情報統括室は実体的な組織ではなく、セン
ター、附属図書館、事務情報システムを管理
する総務課情報企画室、そして附属病院医療
情報部から構成している。つまり、学内の情
報関連の主要な組織がここで連携を図ること
になる。

情報統括室は、企画、調整、評価、運用を
行う実務組織である。全学的な審議・決定が
必要な場合には、情報統括室からの原案を
CIO が主宰する情報政策委員会に諮り、審
議する。

図 4.　情報統括室の構成

5.　まとめ
情報処理技術が、大学の教育、研究、組織

運営の必須の基盤になるにともなって、情報
関連業務のシステムと組織の連携・統合が必
要となっている。情報センターと図書館は、
教育及び研究の基盤的サービスを全学に対し
て提供する組織であることから、その連携が
長く議論されてきた。

組織の連携や統合は、合理化や効率化の観
点ばかりが強調される。しかし、情報セン
ターと図書館には共通でない役割も多く、無
理な組織統合はかえって機能を損なう恐れも
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ある。
情報センターと図書館の場合には、組織統

合を議論する前に、業務連携の推進を提案し
たい。両者は、利用者情報という共通の基盤
にのって全学にサービスを提供するという共
通の性質がある。データベース、Web、ネッ
トワークなど共通の技術基盤がある。学生、
教職員に学習・研究のための場所、情報、機
能を提供するという共通の役割がある。業務
連携によって、それぞれのサービスが改善す
るに違いない。

情報基盤は、技術の側面ばかりが強調され
るが、「人の繋がり」が重要な役割を果たす
ことも見逃してはいけない。情報システムの
連携や統合には、それぞれ別々の業務の方法
を調整し、連携・統合に向けた歩み寄りが必
須である。情報センターと図書館は、組織構
成が大きく異なるが、人の連携を作ることが
業務連携の出発点となる。

近年、情報関連組織の業務において、質が
変化するとともに、量が急増している。図書
館では、電子ジャーナル、オンライン検索、
機関リポジトリなど、情報技術に関する新し
い業務が増え続けている。情報センターも、
従来の計算機センターという位置づけではな
く、ネットワークセンターとしてサービスと
セキュリティーを維持し、各種基礎情報を整
理統合する総務的な役割が急増している。情
報センターと図書館は、大学の教育、研究と
いうもっとも重要な機能を支える中心組織と
してプライドを持って業務にあたるだけでな
く、常に新しいサービスの開発、技術の応用
に向けたチャレンジ精神を忘れないようにし
たい。
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